
 契約番号　　　　　　　　　　              　　立木販売    売 買 契 約 書 （案）

 売買物件の  面積 （ｈａ）

4.75
 所在場所　

 売買物件の
立木 カラマツ外 3,893 1,195.66 延納担保 円

 種類及び数量 金　　額 以 上
 内 訳 別紙「売買物件の内訳」のとおり

延納担保

金　　額

円  売買物件の    売買物件 代金納入の日又は延納担保提供の日

   の引渡期間
円  引渡方法  　 　 （期限）

売買代金の分収額  売買物件の
円

 搬出期間(期限)
円  売買（使用） 施設設置

官公造林立木竹

 目的の指定 等の指定
分収造林立木竹

分収育林立木竹 売渡人と買受人は、本契約書及び国有林野事業林産物売買契約約款によって売買契約を
締結したので、その証として本書２通を作成し、双方記名押印の上、各自１通を保有する。

*本物件は、持続可能な森林経営が営まれ、伐採にあたって森林に関する法令に照らし
 手続きが適切になされた森林の立木である。

売　渡　人 分任契約担当官　岩手南部森林管理署遠野支署長　　田村　喜信
登録番号　T8000012050001

買　受　人

分収権者

令和　年 　　　　月 　　　　 日

現地立会省略

 特約事項 　別紙のとおり

（概算の場合の最終期限　　 年　　 月　　 日)

うち消費税抜代金

分　収　額

民 収 分

うち消費税抜代金

区　分 種類

延　納　分

延納金額

延納利息

 契約保証金  免 除 円

担保の種類

 売買代金 延納利息

売買代金  

うち消費税抜代金

消費税（10％）

延納利率 年   同提供期限％

岩手県遠野市小友町小友第二
国有林256ろ1林小班（１伐区）

売
　
買
　
代
　
金
　
納
　
付
　
の
　
方
　
法

現金納付分 売買金額 円

分割延納分

延納金額 円

0

　　　　　　～　　　　日間

　　　　　　～　　　　日間

円

延納期間

円

納付期限

本数（本） 材積（㎥）

　 　　年　　 月　　 日

％

以 上
円

年   延納利率

官 収 分

　 　　年　　 月　　 日

延納期間

円

引渡しの日から起算して　ヶ月　（期限　令和９年１１月３０日）
分　収　額

円

円

担保の種類

同提供期限

契約締結の日から20日以内



物件名 混合契約 特約条項及び特記事項

小友第二国有林

256ろ1林小班

（1伐区） 10cm 12cm   22cm   32cm   42cm   52cm   62上
本数 材積 径級 樹高

以下 ～20  ～30  ～40  ～50  ～60 （本） (m3) （ｃｍ）（ｍ）

アカマツ 生立木 一般材 16 16 16 16 64 53.91 42 15

伐採方法 皆伐 アカマツ 生立木 低質材 32 32 21.79 34 15

伐区面積（ｈa） 4.75 カラマツ 生立木 一般材 346 899 292 17 1,554 660.08 26 13

林齢（年） 97 カラマツ 生立木 低質材 277 87 364 64.30 18 11
搬出期間（ヶ月） 12ヶ月 N計 623 1,002 340 33 16 2,014 800.08 24 13

契約関係 国造

民収分納入方法 － 他L 生立木 一般材 17 17 7.80 30 15

他L 生立木 低質材 117 1,070 418 154 86 17 1,862 387.78 20 9

L計 117 1,070 435 154 86 17 1,879 395.58 20 9

保安林 水涵保

国定公園等 －

砂防指定 －

車両制限 10t

マツクイ

ナラガレ －

民地借用 －

期間制限 －

保残木 －

植付 －

（電離別） －

計 117 1,693 1,437 494 119 33 3,893 1195.66 22 11

調査方法 標準地

法令制限、その他留意事項

1.本箇所は、「水源かん養保安林」であり、搬出等にあたっては
「森林法第34条第２項」の手続き完了後でなければ着手できない
ので、買受人は作業仕組計画書を売渡人に作業1ヵ月前に提出し、
承認を受けるものとする。なお、売払い区域以外の保安林にかか
わる場合も同様である。

2.搬出にあたっては、民有地の使用を想定していないことから、
民有地を使用しての搬出を予定する場合は、買受人で民有地所有
者と協議し承諾を得たうえで使用すること。

3.本箇所は、別添図面のとおり伐採区域を設けているため、伐採
前に区域を逸脱しないよう必ず確認すること。　伐採区域に疑義
等あった場合、必ず売渡人に事前に確認すること。

4.現地（林況や土場作設箇所等）熟覧のうえ入札すること。

公　売　物  件  明　細  書（立  木）
樹種径級別本数及び総材積、平均径級

物件所在地
樹  種 種  類

一般材
低質材

別

径　　　　級　　　　別　　　　本　　　　数 計 平均



　物件名　：　混合契約　　
　国有林名　：　小友第二　　
　林小班　：　256ろ1（1伐区）　　

樹種（材種）

平均 42ｃｍ 15ｍ 34ｃｍ 15ｍ 26ｃｍ 13ｍ 18ｃｍ 11ｍ 30ｃｍ 15ｍ

径級 （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3） （本） （m3）
10cm以下 117 2.50
12ｃｍ 17 1.04 299 10.01
14ｃｍ 52 3.47 354 17.56
16ｃｍ 34 3.81 87 9.53 321 26.48
18ｃｍ 104 15.60 52 7.80 342 42.95
20ｃｍ 208 40.38 69 14.38 377 69.18
22ｃｍ 156 39.51 35 9.88 275 63.49
24ｃｍ 208 68.80 35 10.40 344 100.58
26ｃｍ 243 97.39 343 128.63
28ｃｍ 156 74.52 17 7.80 257 110.90
30ｃｍ 16 7.26 136 78.61 17 7.80 218 112.57
32ｃｍ 16 8.07 121 75.21 154 90.91
34ｃｍ 51 34.54 119 74.09
36ｃｍ 35 29.46 52 42.11
38ｃｍ 16 13.72 16 13.72 52 49.56 119 101.61
40ｃｍ 33 35.19 50 51.48
42ｃｍ 17 17.50 52 48.00
44ｃｍ 51 48.54
46ｃｍ
48ｃｍ 16 16.14 16 16.14
50ｃｍ
52ｃｍ 17 21.14
54ｃｍ 16 16.79 16 16.79
56ｃｍ
58ｃｍ
60cm

62cm以上
計 64 53.91 32 21.79 1,554 660.08 364 64.30 17 7.80 3,893 1195.66

アカマツ（低質材） カラマツ（一般材） カラマツ（低質材）
合計

他L（一般材）

樹種径級別本数及び材積

アカマツ（一般材）



 2．乙は、沢及び沢縁を集材する必要が生じた場合は、河川を汚濁して下流の民生に被害を与えないよう防止措置を講ずるものとする。

＜別紙＞

特　　約　　条　　項　　

「約款」によるほか、この特約条項によるものとする。

 1. 買受人（以下「乙」という。）は、伐採した立木の残材及び末木枝条等を沢縁に放置しないものとする。

　　また、土場敷や道路沿線等に散乱放置することなく、搬出期間内に整理するものとする。

10．乙は、売払い物件に起因して第三者等に損害を与えた場合は、その賠償の責を負うこと。

 3．乙は、林道上でのトラクター及び畜力等による集材作業は行わないものとする。

 4．乙は、搬出期間内に売買契約区域内のすべての立木の伐倒・搬出作業を行うものとする。

　　やむを得ず区域内の一部について伐倒・搬出を行わない場合は、乙は売渡人（以下「甲」という。）に申し出たうえで甲の指示に従うこと。

 5．乙が作設する搬出路、又は土場敷等で生じた切り取り土石等は、崩落及び流出しないよう必要な措置を講ずるものとする。

　　また、その使用を完了した時に甲が原状に回復する必要があると認めた場合、乙は原状回復に努めるものとする。

 6．乙は、売払物件の内容及び区域標示・伐採搬出について、伐採搬出等に従事する作業員に対し誤りの生じないよう周知徹底させるものとする。

 7．乙は、作業着手前に当該森林事務所森林官あてに入林届、路線計画図及び伐採・搬出に係るチェックリストを提出するものとする。

　　（チェックリストは遠野支署HP掲載）

 8．乙は、作業終了後に甲に搬出済届及び森林作業道路線図を提出し、跡地検査を受けなければならない。乙は検査の結果、問題があれば補修等の手直し

　　を行わなければならない。　

 9．森林作業道・集材路及び土場作設にあたっては、森林作業道・集材路及び土場作設特記仕様書を遵守して作設すること。（遠野支署HP掲載）

11. 遠野市、花巻市は岩手県松くい虫被害対策推進計画の被害地域に該当することから、「松くい虫対策としてのアカマツ伐採施業指針」により伐

　　採時期、処理方法等を実施すること。（アカマツ伐採施業指針は、遠野支署HP掲載）

12．乙は、埋蔵文化財を発見した場合は、その現状を変更することなく、速やかにその旨を甲へ連絡し、指示に従うものとする。

13．乙は、希少猛禽類等の営巣木を発見した場合は、事業を一時中断し、速やかにその旨を甲へ連絡し協議すること。また、売払い物件周辺において、

　　新たに希少猛禽類等の生息が確認された場合は、事業の一時中断や作業時期の変更等を要することがあり、双方協議の上対応を決定すること。



　　行うものとする。また、提出された情報に基づき、労働基準監督署による現場点検や安全指導が行われる場合がある。

14．乙による確認を受けた森林作業道及び集材路・土場の計画と異なる施工、チェックリストの不遵守等により、林地崩壊が発生し又は発生する可能性が

　　高い等林地保全上特に問題があると認めるときは、乙の負担において植栽や盛土の転圧、排水溝の設置等の必要な措置を講じなければならない。

15．「森林作業道作設指針」　（遠野支署HP掲載）

　　「主伐時における伐採・搬出指針」　（遠野支署HP掲載）

16．労働安全の確保に関する事項

　　　林業における労働災害防止の観点から立木販売契約情報（売買契約者名・事業着手前に提出された入林届）を労働基準監督署へ情報共有を

　　　（６）買受人は上記（１）～（５）の各事項について、作業に従事するすべての作業員に対して周知徹底すること。

17．林野火災防止対策について

　　　買受人は、林野火災予防の取組として以下の処置を講ずること。

　　　（１）作業現場及びその周辺の産物等の保全と火災の予防について万全の処置を講ずるものとし、作業実行に伴って発生した雑木、

　　　　　　草等を野焼きしてはならないこと。

　　　（２）作業員等の喫煙場所を指定し、指定場所以外での火気の使用を禁止しなければならないこと。

　　　（３）喫煙場所を指定する際は、車内・屋内及び林道・作業道等の路網上を優先して指定することとし、作業中の喫煙を厳禁としなければ

　　　　　　ならないこと。

　　　（４）指定場所において火気の使用を伴う喫煙を行う際には、周辺の可燃物（落葉落枝等）の除去を徹底するとともに、吸い殻に残った

　　　　　　火による火災発生を防止するため、喫煙後は消火を徹底した上で、吸い殻は必ず持ち帰らなければならないこと。

　　　（５）刈払機、チェーンソー等の機械を枯草や枝条等のある作業地で使用する際には、飛び火による火災を起こさないよう注意して作業を

　　　　　　行わなければならないこと。

18．買受人は、関係者以外の者の立入りを禁止するため、本物件周辺に作業中看板等を目立つ場所に設置するとともに、状況により複数箇所

　　看板を設置すること。

　　

　　

　　



































































 

特約事項(林産物販売) 

農林水産省では、専門家による検討等を重ね、今般、野生いのししにおけるアフリ力豚熱(以

下、「ASF」という。)の感染確認時の具体的対応が取りまとめられ、都道府県へ通知されたと

ころ。 

ASF は、ASF ウィルスが豚やいのししに感染することによる発熱や全身の出血性病変を特徴

とする致死率の高い伝染病であり、ダニによる媒介、感染畜等との直接的な接触により感染が

拡大し、有効なワクチンや治療法はなく、発生した場合の畜産業界への影響が甚大であること

から、我が国の家畜伝染病予防法において「家畜伝染病」に指定され、患畜•疑似患畜の速やか

な届出とと殺が義務付けられている。 

このことから、下記について順守すること。 

記 

1. 平時における対応について 

山林での作業用の靴の履き分けや、下山時や帰宅時の靴及びタイヤの土落とし等、感染防

止対策に協力すること。 

また、野生いのししの死体発見時には死体が所在する県の家畜衛生部局に速やかに通報す

るとともに、当該森林管理署等へ連絡すること。 

2. 感染の疑いが生じた場合の対応 

ASF 対策として、野生いのししの感染が確認された場合の各県が実施する防疫 措置に基

づき、消毒ポイントにおける消毒の実施や帰宅後の靴底の洗浄消毒等に協カすること。 

また、各県の行う立入制限等の防疫措置等を踏まえ、本契約の作業を一時中止する可能性

がある。 

一時中止となった場合は、国有林野事業林産物売買契約約款第 14条により対応する。 


